






A Report on Assessment Guidance at Clinical Practice（Part2）
－Information employed by teachers for formative assessment
and the way to relate them with assessment－




This paper examines the formative assessment for the individual practice guidance.
The information employed by three teachers for assessment and their ways to relate those
information with assessment are compared and analyzed here.
As the result, the following points emerge;
(1) A useful assessment is made by evaluating not only the explicit records and behaviors of the 
students, but also the thoughts and abilities which the record and the behavior are derived from.  
(2) In order to find such thoughts and abilities, a hypothesis verification approach is adopted. 
(3) To enable such assessment, there need to exist a good relationship through which a student 
is encouraged to disclose oneself to a well-prepared teacher.
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Information employed by teachers for formative assessment and the way to relate them with assessment
教員Ｂ　学生Ｂの躓きと評価 資料１－３ 




































































































































































































































































































Information employed by teachers for formative assessment and the way to relate them with assessment
教員Ｃ　学生Aの躓きと評価 資料１－４ 
①　学生の躓き状況 ②　教員の評価 ③　②につなげた学生に関する情報 
・血圧計と体温計をどこに置いたらよ
いか 
・体温計を対象者に挿入してもらった
らよいか自分が挿入した方がよいか 
・使用後の体温計をどこに置いたらよ
いか 
・マンシェットをどちらの腕に巻いた
らよいか 
・マンシェットの位置や強さは適切か 
・布団をめくったままにしておいてよ
いか 
 
ｃ．「掻痒感がある」という情報をも
とに観察に行くが、衣服から露出して
いて、自分の視界に入る正面部分しか
見ない。その結果、皮膚が白く乾燥し
ていることは捉えたが、掻破痕には気
づかない。 
・訪室時点での掻痒感の有無を問う
が、どのような時に生じるのか、部位
はどこか、持続性はどうかなどは確認
しない。皮膚に触れることもない。 
 
 
 
 
ｄ．記録は、７項目について情報がま
ばらに書いてある程度。内容は自分が
見たものと、療養録から得たものだ
け。アセスメントは空欄 
ex）食生活・栄養についての情報 
　　粥（小盛り）軟菜、間食に牛乳 
　　スプーン、はしで自分で食べるこ
　　とができる 
　　150ｃｍ、35ｋｇ 
 
心配なようだ。しかし、生じる不利益
を具体的に予測しているわけではな
い。予測があれば、それを回避する行
動を選択できるはず。行為の結果を考
えさせれば、それが根拠となり判断で
きるだろう。ただし、今は教員の評価
も過剰に気にしており、承認がないと
安心して動けないようだ。 
 
 
 
 
 
 
ｃ　五感を活用し、意図的・系統的に
観察しようとしていない。掻痒感に関
する事実を理解するための具体的な観
察点はなく、訪室して情報を得よう、
訪室すれば気づくことができると思っ
ている。また、体に触れたり、直視し
たりしてもよいのかという思い（何ら
かの抵抗感）があるのかもしれない。
看護者として観察する必要性の認識に
もズレがあるかもしれない。（対象者
が不快と思うことには触れないほうが
よいという考え） 
 
 
ｄ　書いてある情報から判断すると、
人の日常生活行動の意義を身体的・精
神的・社会的な側面から理解して充足
状況を見極めたり、生活行動の構造に
基づいて確認すべきことを明らかにす
るという思考はない。対象が老年者で
あることをふまえて注目すべき事項を
考慮してもいない。つまり、そのアセ
スメント項目では何を解明すべきか
（アセスメントの視点）、生じやすい
問題は何かがわかっていないために、
必要な情報を意図的に収集することが
できないし、情報を持っていても看護
に有用な情報であるという認識がな
い。さらに、確認事項がはっきりして
いても、観察技術やコミュニケーショ
ン技術も伴わないため、結果として必
要な情報が集まらない。そのために記
録が書けない。自分の不足を感じては
いるが、プライドがあるため、アセス
メントについて理解できていないこ
と、記録が書けないことを他の学生に
知られまいとして実習記録を無意識に
隠している。何がわからないのか、何
が何故足りないのかはわかっていない
が、他の学生がメモしているのだから
大事なことと思い反射的にメモしてい
るようだ。そうならば、カンファレン
スでの説明内容を自分の状況に照らし
て理解すことは困難だろう。 
③「人とは話したくないのかもしれな
い」と思っている。 
④「聞いても答えてくれないかもしれ
ない」と思っている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
c 
①「～してもよいのか」と質問するこ
とが多い。何を危惧してのことか確認
してもはっきりした返答はなく、「そ
うされたら嫌かもしれない」と何とな
く思っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｄ 
①カンファレンス中、他の学生がメモ
をとるのを見て、それに触発されるよ
うにメモをとっている。 
②自分の実習記録は開かない。 
③今までの実習でも記録が書けなかっ
た。 
④「記録に書いていないけれども持っ
ている情報が他にないか」と確認する
とないと言う。具体的に「○○はどう
だった？」と確認すれば、答えられる
内容もある。 
 

